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≪目的≫  

当会の目的は、日本の名誉を守ることにあります。欧米諸国、近

隣諸国で流布されている反日プロパガンダに対して主として英文

で反駁するため、その土台となる「英文 Web 資料館」を構築する

ことにあります。   

≪活動≫  

活動の中心は、近現代史に関する有用な日本語文献を英訳し、こ

れを Web 上で無料で公開することです。英訳された文献は、英文

の Web 資料館（ http://www.sdh-fact.com/）に掲載され、世界中

の誰でもが読み、ダウンロードできます。すでに、１５冊の書籍、

４０点以上の論文、２０点以上の公開書簡などを英文（一部中文）

で資料館にアップロードしています。また、文献をアップロード

する際には、その概要を  Email Newsletter で、海外の 4 千余のリ

ストに email 発信しています。これに日本語解説をつけたものを

国内のリストにも送っています。   

 

http://www.sdh-fact.com/


また、英語圏の理性ある人々に対してこの資料館の英語文献をベースと

した正論を訴えていくことが出来ます。南京問題、慰安婦問題、尖閣問

題、竹島問題等につきましては、すでにこれらのデータを使って米大統

領、議会他への手紙、雑誌への投稿などを実施してまいりました。  

Email Newsletter（日本向け）  サンプル  

       

  （以下略）  

 

 



 

日本国内に向けて史実を発信していく活動も行っています。日本語のサ

イトには、英文掲載文献の日本語原文、会の活動、収支報告、その他が

掲載されています。 (http://hassin.org) 南京事件、慰安婦問題、東

京裁判などゆがめられた歴史を正すことを目指しています。昨年１２月

８日には、日米開戦７０周年を記念して「アメリカはなぜ対日戦争を仕

掛けたのか」と題する第講演会を憲政記念館で開催しました。  

      

最近の Newsletter  

N o.1 3.胡錦涛はなぜ公開質問状に答えられないのか  １６．『「パル判決書」の真実』（渡

部昇一）２３．日中戦争は中国が起こした  ２５．『中国大虐殺史』（石平）  ２６．韓国

併合１００年目に真実（黄文雄）２８．韓国併合―収奪されたのは日本人だった  ３０．中

国の領有権主張は恥ずべきウソである  ３１．『日中戦争：戦争を望んだ中国、望まなかっ

た日本』（北村稔）３４．尖閣諸島はあらゆる面からみて日本領である  ３７．戦争を起こ

したのはアメリカである  ３９・慰安婦の素顔  ４０．アメリカ人の南京目撃証人は一人も

いなかった  ４１、「東海」が紀元前からあったというのは真っ赤なウソである（下條正男）

４２．「尖閣は明代から中国領」の真っ赤な嘘（下條正男）４５．日韓併合は日本の誇り  

http://hassin.org/


≪ご支援のお願い≫  

English speaker が感心して読むレベルの英語に翻訳することが、

絶対的に必要な条件です。  したがって、英訳費用がどうしても

かさむことになります。当会は政府の支援を受けていないため、

この翻訳費用を含めて活動経費は全て皆様からのご寄付で賄って

います。   

外務省が当然行うべきことを行っていません。その結果、世界の

人々は、南京虐殺は事実と思い、中国はこれを外交の手段として

悪用しています。慰安婦の強制連行などと云うウソがあったとい

う前提で、アメリカ、カナダ、オランダ、  EU の議会で、日本非

難決議が採択されるありさまです。われわれ日本人の名誉が損な

われるばかりか、子々孫々にわたり不名誉を残すことになります。  

外務省がやるべきだ！といくら叫んでも一歩も事態は改善されま

せん。 やれることをやれる人がやろう！私たちは立ち上がりまし

た。志ある皆さまのご支援を宜しくお願い致します。  

史実を世界に発信する会役員・顧問 

代表 加瀬英明 

委員 茂木弘道（事務局長） 顧問 井尻千男   顧問 中條高徳 

委員 西大路達樹      顧問 大原康男   顧問 長谷百合子 

  委員 藤田裕行       顧問 日下公人   顧問 長谷川三千子 

委員 菊地正          顧問 黄文雄    顧問 藤井厳喜 

委員 原島聰         顧問 小堀桂一郎  顧問 ペマ・ギャルポ 

委員 佐伯一馬       顧問 杉原誠四郎  顧問 宮崎正弘 

委員 空花正人       顧問 石平     顧問 百地章 

委員 東郷雄策       顧問 高山正之   顧問 渡部昇一 

監事 土井均        顧問 田久保忠衛   

    

＊主な英文掲載書籍  

『パル判決書』（７００ページ全文）『南京虐殺の徹底検証』（東中野修道）  

『南京事件：「証拠写真」を検証する』（東中野他）『南京事件―国民党秘
密文書から読み解く』（東中野修道）『満洲国は日本の植民地ではなかった：』
（黄文雄）『よくわかる慰安婦問題』（西岡力）『東京裁判  日本の弁明』
（小堀桂一郎）『日中戦争：戦争を望んだ中国、望まなかった日本』（北村
稔・林思雲）  

会の住所等  


